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卜轡軸

協
会
活
動
状
況

(
特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は

す
べ
て
植
物
園
に
お
い
て

)

●
昭
和
四
十
九
年
八
月

二
十
三
日

浜
頓
別
調
査
打
合
わ
せ

出
席
者

斎
藤
(雄
)
、
井
上
、
小
川
(
巌
)
、
吋

藤

(道
庁
自
然
保
護
課
)
、
正
富
。

道

よ
り
委
託
の
ク

ッ
チ

ャ
ロ
湖

周
辺
調
査

に

つ
き
斎
藤
副
会

長
か
ら
調
査
内
容
な

ど
に
つ
き

説
明
あ
り
、
調
査

メ
ン
バ
ー
を
次
の
と
お
り
決

定
。鳥

類

正
富
、
小
川
。
植
物

辻

井
。

水
質

関
矢

(北

農
試
)
。
魚
類

井
上
。

プ

ラ
ン
ク
ト
ン

芳
賀
、
長
内
。

調
査

に
つ
い
て
は
各

チ
ー
ム
に
任

せ
る
こ
と

と
し
、

一
部
先
行
し
て
実
施
し
て
い
る
鳥
類

に

つ
い
て
小
川
理
事

か
ら
現
況
を
説
明
。

●
八
月
三
十

一
日

常
任
理
事
会

,

出
席
者

"伊
藤

(秀
)
、
斎
藤
(雄
)
、
久
万

田
、

辻
井
、
鮫
島

。

大
規
模
林
業
圏
構
想

に
つ
い
て
の
再
検
討

に

関
す
る
要
望
書

(案
)
(
大
雪
専
門
委

に
付
託
し

た
も

の
)
を
検
討
。
帆
と
り
ま
と
め
の
う

え
提
出

す
る

こ
と
に
決
定
。

自
然
に
親

し
む
集

い

(
九
月

八
日
、
野
幌

で

開
催
予
定
道
庁
主
催
)
に
は
久
万
田
理
事
出
席

の
予
定

。

大
島
事
務
員
退
職
の
件
を
了
承
。

●
十
月
二
十
六

日

常
任
理
事
会

出
席
者

伊
藤
(
秀
)
、
斎
藤
(
雄
)
、
久
万
田
、

辻

井
、
芳
賀
(
良
)
。

然
別
湖
周

辺
の
自
然
保
護
問
題

に
つ
き
芳
賀

理
事

か
ら
説
明
。

ヒ
メ
チ

ャ
マ
ダ

ラ
セ
セ
リ
お

よ
び

ゼ

ニ
ガ
タ
ア
ザ

ラ
シ
の
保
護
問
題
に

つ
い

て
の
提
案
が
あ

り
、
案

文
を
各
提
案
者

か
ら
提

出

し
て
も
ら
う

こ
と
と
決
定
。

北
電

の
富
村
ダ

ム
に
つ
い
て
日
本
官
然
保
護

協
会
か
ら
の
反
対
意
見
書
が
送
付
さ
れ
た
が
、

本
件

に
つ
い
て
は
十
勝
自
然
保
護
協
会

か
ら
も

出
席
を
求

め
、

理
事
会

で
検
討
す

る
こ
と
を
決

定
。理

事
会

は
十

一
月
十
六
日
に
開
催
す

る
こ
と

と
し
た
。

●
十

軸
月
十
六
日

第
五
十

八
回
理
事

会

、

出
席
者

斎
藤
(雄
)
、

門
脇
、

重
岡
、

石
川

(
俊
)
、
明
道
、
宗
像

、
午
来
、
村
本
、
坂
本
、

斎
藤
(
春
)
、
小
川
、
辻
井
、
藤
村

(
十
勝
自
然

保
護
協
会

理
事
)
、
陶
(
鹿
追

の
自
然
を
守

る
会

会
長
)
、
綱
島

(北
電
土
木
部
次
長
)
ぼ
か
二
名

。

e
、
北
電

・
富
村
発
電
所
・建
設
計
画
に
つ
い
て

の
説
明
。
北
電

土
木
部
綱
島
次
長

よ
り
説
明
が

な
さ
れ
た
。
大
要
を
記
す
る
と
次

の
よ
う

で
あ

・
る
。本

発
電
所
建
設

の
根
拠
ど
し
て
は
、
道
央
方

面
か
ら
の
送
電
が
不
安
定
で
、
地
域
単
位

の
電

力
自
給
体
制

の
必
要
性
が
高
ま

っ
た
こ
と
を
あ

げ

、
計
画
地
域

に
お

い
て
、
昨
年
来
さ
ま
ざ
ま

'な
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ

の
成
果
を
十
分
踏
ま

え
て
水
生
生
物
、

こ
と

に
オ

シ
ョ
ロ
コ
マ
の
生

息

に
影
響

を
お
よ
ぼ
さ
な

い
よ
う
に
ダ

ム
下
流

域
の
維
持
流
量
確
保
を
計
る
。
具
体
的

に
は
、

○

・
五
、血
/
毎
秒
の
流
量
を
確
侮
す
る
こ
ど
忙

よ
っ
て
、
最
低
三
〇
伽
の
水
深
ば
維
持
し
、
三

〇
α皿
に
お
よ
ば
な
い
場
合
は
、
発
電
を
中
止
す

る
。
ま
た
工
事
講
負
業
者
に
は
厳
七
い
規
制
を

行
な
い
、
工
事
に
伴
与
自
熱
破
壊
を
起
し
さ
な

い
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、
遵
守
さ
れ
な
い

場
合
は
、
入
札
解
除
庵
考
え
る
と
い
う
も
σ
。

次
い
で
地
元
十
勝
自
然
保
護
協
会
の
藤
村
理

事
よ
り
、
過
日
、
日
本
膚
然
保
護
協
会
か
ら
出

さ
れ
た

「富
村
水
力
発
電
ダ
ム
計
画
反
対
恵
見

書
」
は
、
多
く
の
事
実
誤
認
が
あ
ゐ
遣
と
と
、̀

む
し
ろ
営
林
署
に
よ
る
伐
採
行
為
の
像
う
が
問

題
で
あ
る
.
ま
た
ダ
ム
工
事
に
付
髄
し
た
自
然

破
壊
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
工
事
中
は
監
視
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
着
工
止
む
な
し
と

い
う
同
協
会
の
意
向
の
説
明
を
受
け
る
。

之
の
あ
と
各
理
事
か
ら
、
本
件
に
つ
い
て
は

本
協
会
を
含
め
て
地
元
と
十
分
な
連
絡
を
と
る

こ
と
を
日
本
自
然
保
護
協
会
に
述
べ
る
ぺ
き
で

な
い
か
、
道
内
各
地
で
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題

を
よ
り
早
ぐ
把
握
し
、
十
分
な
検
討
が
加
え
ら

れ
る
べ
き
で
な
い
か
と
い
う
意
見
と
と
も
に
、

特
に
知
床
、阿
寒
、大
雪
の
よ
う
な
国
立
公
園
地

域
の
森
林
施
業
に
つ
い
て
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

e
、
然
別
湖
周
辺
の
自
然
保
護
問
題
ー

ま
ず

本
協
会
・
伊
藤
会
長
の
視
察
が
な
さ
れ
た
こ
と

に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
藤
村
、
十
勝

自
然
保
護
協
会
理
事
な
ら
び
に
陶
鹿
追
の
自
然

を
守
る
会
会
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
本
協
会

で
も
ゴ
然
別
湖
周
辺
森
林
の
格
上
げ
を
考
え
る

べ
き
と
の
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

e
、
草
地
試
験
場

(栃
木
県
西
那
須
野
町
)
へ

の
転
出
に
伴
う
西
村
常
任
理
事
の
辞
任
を
認
め
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小
川
理
事

の
補
選
を
決

め
る
。

e
、
ゼ

ニ
ガ

タ
ア
ザ
ラ
シ
お
よ
び

ヒ
メ
チ

ャ
マ

ダ

ラ
セ
セ
リ

の
天
然
記
念
物
指
定

に
関
す
る
要

望
に

つ
い
て
は
、
交
案
を
整
理

の
う
え
提
出
す

,る
こ
と
に
決
定
を
み
た
。

e
、
会
員
有
志

か
ら

の
理
事
会
公
開
要
求

に
つ

い
て
。
大
規
模
林
業
圏
問
題

に
つ
い
て
総
会

の

席
上
反
対
決
議
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

ど
う

処

理
さ
れ
た

か
、
ま
た
反
対
決
議

が
な
さ
れ
た

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
協
会

理
事

が
調
査

に
参
加

し
て

い
る
こ
と

の
是
非

に
つ
い
て
、
九
名

の
会

員

か
ら
質
問
が
寄
せ
ら
れ

た
。
本
件

に
関
し

て

常
任

理
事
会
か
ら
、
第

一
の
質
問

に
つ
い
て
は

す

で
に
要
望
書

が
提
出
さ
れ

て
い
る

こ
と
、
理

事
会

は
公
開

で
あ

る
点
を
回
答
し
た
と

の
説
明

が

な
さ
れ
た
。

第

二
点

に
つ
い
て
は

い
ろ

い
ろ
な
議

論
が
な

さ
れ
た
。
協
会
と
し
て
の
立
場
と
個
人

と
τ
て

の
言
動
が

一
致
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
は
言

う
ま

で
も
な

い
が
、
専
門
家

と
し

て
す

ぺ
て
の

場
合

に
、
協
会

の
立
場
と

一
致
す

る
こ
と
ま

で

期

待

で
き
な

い
。
い
ず
れ

に
し

で
も
、
慎
重
な

行
動
が
望
ま
れ
る
と
い
う
点

で

一
致
を
み
た
。

e
、
苫

小
牧

・
道
央
高
速
道
路
問
題

に
つ
い
て

ー

北
大
演
習
林
と
道
路
公
団
と
の
間
で
、
ひ

き
続
き
交
渉
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
本
協
会
門

脇
理
事
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

e
、
協

会
活
動
の
P
R
に

つ
い
て
ー

・積
極
的

に
報
道
機
関
な
ど
に
情
報
を
提

供
し
、
協
会

の

活
動
を
P

R
す

る
体
制

の
確
立
が

急
務
で
あ

る

と

い
う
点

で
意
見

の

一
致
を

み
た
。

e
、
会

誌
十
三
号

の
締
切

り
は
十

二
月
末

日
に

す

る
と
、

石
川
編
集
委
員
長
よ
り
報

告
が
な
さ

れ
た
。

●
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大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
と
問
題
点

森

山

守

本
年
十
月
、
大
規
模
林
業
圏
を
め
ぐ
る
情
勢

は
重
大
な
局
面
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
十

一

月
か
ら
大
規
模
林
道
に
着
工
す
る
方
針
を
道
が

明
ら
か
に
し
て
以
来
、
道
内
各
地
の
自
然
保
護

団
体
の
危
機
感
は
急
速
に
高
ま
っ
た
。
大
規
模

林
業
圏
開
発
計
画

(
以
下
林
業
圏
計
画
)
が
実

施
さ
れ
る
な
ら
ば
、
大
雪
山
縦
貫
道
路
を
阻
止

し
た
事
実
は
無
に
帰
し
て
し
ま
う
と
さ
え
い
わ

れ

る
計
画
な
の
で
あ

る
。

旭
川
や
札

幌
の

〃
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
〃

な
ど
、
多
く

の
自
然
保
護
団
体

の
請
願
法

に
基

づ
く
反
対
請
願

に
よ

り
ギ
本
年
度
着

工
は
か
ろ

う
じ
て
見
送

ら
れ
、
着
工
は
来
春
以
降

に
持
ち

越
さ
れ
た
。

と
こ
ろ

で
、
六
月
十

五
日
ζ
開

か
れ
た
協
会

の
昭
和
四
十
九
年

度
総
会

に
お
い
て
、
林
業
圏

計
画

に
対
す

る
反
対
決
議
が
満
場

一
致

で
採
択

さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
協
会
独
自
の
こ
の

問
題

に
対
す

る
と
り
組

み
が
聞
か
れ
な
い
の
は

ど
う
し
た
こ
と
だ

ろ
う
。
毎
日

の
よ
う
に
報
道

さ
れ
る
各
地

で
の
活
発
な
運
動
を
を
見

る
た
び

.

に
、
自

ら
動
こ
う
と
し
な

い
協
会

の
現
状

に
、

い
ら
だ
た

し
さ
を
覚
え

て
な
ら
な
い
。
協
会
が

今
後

こ
の
問
題

に
積
極
的
に
と
り
組
む

こ
と
を

期
待

し
つ
つ
、
林
業
圏
計
画
の
問
題
点
を
探

つ

て
ゆ
き
た

い
と
思
う
。

大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
と
は

こ
の
計
画
は
、
全
国
に
自
然
の
荒
廃
を
も
た

ら
し
た
新
全
国
総
合
開
発
計
画
の
基
本
構
想
に

基
づ
い
て
、
林
野
庁
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
大
規

模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
低
質
な
広
葉

樹
林
帯
の
改
良
な
ど
を
目
的
と
し
て
全
国
七
地

域
が
対
象
地
域
と
さ
れ
、
北
海
道
で
は
日
高

・

大
雪

.
阿
寒
・
北
見
の
勝
れ
た
針
葉
樹
林
帯
が

そ
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

北
海
道
に
お
け
る
開
発
の
意
義
と
し
て
は
、

「高
生
産
林
業
の
確
立
と
森
林
の
公
益
的
機
能

の
充
実
強
化
を
は
か
り
、
森
林
関
連
産
業
な
ら

び
に
、
そ
の
他
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
」
と

さ
れ
、
林
業
だ
け
で
な
く
一
市
三
六
町
村
、
北

海
道
の
面
積
の
四
分
の
一
に
も
及
ぶ
広
域
な
地

2・●
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域
開
発
計
画
の
役
割
を
も
担
う
も

の
で
あ

る
。

そ

の
た
め
に
は

「
林
道
網

の
体
系
的
整
備
を

は
か
り
、
拡
大
造
林
と
積
極
的
な
天
然
林
施
業

を
推
進
し
、
木
材
生
産

の
合

理
化
と
森
林
関
連

産
業

の
再
編
整
備

を
促
進
す

る
と
と
も

に
、
自

然
環
境
を
生
か
し
た
森
林

レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン

エ
リ

ア
の
整
備
を

は
か
る
」

と
し

て
い
る
。
計

画
は
、
第

三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
組

み

こ
ま
れ

て
実
施
さ
れ
、
計
画
期
間
は
昭
和
四
十

九
年

か
ら
昭
和
六
十
年
ま

で
で
あ

り
、

計
画
の

要
点

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω

対
象

面
積

二

一
八
万
㎞

(
北
海
道

の
二
八
%
)

森
林

面
積

一
七
八
万
㎞

(
北
海
道

の
三

二
%
)

森
林
蓄
積

二
一
=

百
万
,m

一
、

・

(
北
海
道

の
四
二
%
)

㈲
圏
域
内
を
、
林
業
生
産

地
帯

・
里
山
林
業
生

産

地
帯

・
保
護
保
存

地
帯

・
森
林
造
成
地
帯

の
四
地
帯

に
区
分
す
る
。

09
人
工
造
林

の
拡
大
、
天
然
林
施
業

の
強
化
に

よ
り
成
長
量

を
増
大
さ
せ
る
。
昭
和
四
十

五

年

比
の
蓄
積
量
、
伐
採
量
は
次

の
と
お
り
。

六
十
年

九
十
年

蓄
積

』

〇

二
%

一
一
四

%

㌃

伐
採

-
一
一
五
%

一
四

一
%

9
林
業
覚
働
力
は
、
昭
和
四
十
五
年

二
五
、

二

〇

〇
人
が
曜
和
六
十
年

=
二
、
五
〇
〇
人

と

な
る
た

め
機
械
化
を
積
極
的

に
推
進
す

る
。

㈱
木
材
消
費
量

は
、
昭
和
四
十

五
年

二
八
九
万

,m
を
昭
和
六
十
年
四
四

二
万
,m
と
す
る
。

0
木
材
関
連
工
場
は
、
昭
和
四
十
左
年

六
八
四

・

工
場
を
昭
和

六
十
年
五
七
三
工
場
に
整
備
統

合

す
る
。
,

㈲
治
山
治
水

の
総
合
整
備
を

は
か
る
と

と
も
に

東
大
雪
な
ど
五
ヵ
所

に
二

一
万
八
、
○
○
○

㎞

の
レ
ク
リ

ェ
ー

シ
ョ
ソ
エ
リ
ア
を
設
定
し

施
設
の
整
備

を
は
か
る
。
圏
域
内

の
観
光
客

は
昭
和
四
十

五
年
九
〇
〇

万
人

で
あ
る
が
、

昭
和
六
十
年

に
は
六
、
○
○
○
万
人
を
導

入

す
る
。

㈱
大
規
模
林
道
計
画
は
次

の
と
お
り
で
あ

る
。

大
規
模
林
道
五
路
線

(
幅
員
七

・
五

m

中
核
林
道

一
五
路
線

(
幅
員

五

m

そ
の
他
林
道

.
六
、

四
〇
四
㎞

完
全
舗
装
)

五
九
五
㎞

完
全
舗
装
)

八
○
○
㎞

大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
の
問
題
点

林
業
圏
計
画
の
最
大
の
問
題
点
は
、
こ
の
計

画
の
趣
旨
と
、
具
体
的
な
計
画
内
容
が
ま
っ
た

く
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

低
質
な
森
林
の
改
良
を
う
た
い
な
が
ら
、
北

海
道
で
最
も
豊
か
な
森
林
地
帯
の
伐
採
計
画
で

あ
り
、
ま
た
過
疎
対
策
と
い
い
な
が
ら
林
業
地

帯
を
観
光
地
化
し
、
過
疎
化
に
さ
ら
に
拍
車
を

か
け
る
計
画
な
の
で
あ
る
。

t

伐
採
中
心
の
計
画

こ
の
計
画
は
、
北
海
道
に
残
さ
れ
た
豊
か
な

天
然
林
地
帯
を
大
規
模
に
伐
採
す
る
計
画
で
あ

る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

林
業
圏
構
想
と
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に

質
の
悪
い
森
林
地
帯
を
改
良
す
る
の
が
本
来
の

目
的
で
あ
る
。
大
雪
や
阿
寒
を
蹴
象
断
域
と
す

る
こ
の
計
画
を
誰
が
納
得
で
き
よ
う
か
。
今
回

対
象
に
な
っ
た
圏
域
は
、
他
の
地
域
よ
り
も
森

林
の
蓄
積
量
が
六
割
近
く
も
多
い
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
現
在
で
も
森
林
伐
採
に
よ
る
自
然
の

荒
廃
が
問
題

に
な

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

計
画

で
は
、
さ
ら
に
伐
採
量
の
増

加
を
見
込
ん

で
い
る
。

昭
和
四
十
八
年
三
月

に
出
さ
れ
た
道

林

務
部

と
道
開
発
庁

の
資
料

に
よ
る
と
次
の
と

お
り
で
あ

る
。

昭
和
四
十

五
年

昭
和
六
十
年

年
既
成
長
量

五

一
入
万
、
m

六
一
一四
万
、m

年
間

伐
採
量

四
九

二
万
㎡

五
六
五
万
,m

こ
れ
ま
で
の
林
業

に
よ
る
山
地
荒
廃

の
原
因

は
、
植
林

や
品
種
改
良
な
ど

へ
の
期
待

か
ら
年

間
成
長
量
を
過
大

に
見
込
ん
で
伐
採
し
た
が
、

期
待
ど

お
り

に
森
林

が
成
長
し
な

か

っ
た
点

に

あ

る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
伐
採
は
確
実
に
進

め

ら
れ
る
が
、
成
長
量

は
あ
ま
り
に
も
不
確
定
な

要
素
が
多

い
の
で
あ

る
。

さ
ら
に
、
次

に
掲
げ

る
数
字

は
ど
の
よ
う

に

説
明
さ
れ

る
の
だ
ろ
う
。
先

の
資
料

の

一
ヵ
月

前
、
昭
和

四
十

八
年

二
月

の
道
開
発
庁
の
基
礎

資
料

で
あ

る
。

昭
和
四
十
五
年

昭
和
六
十
年

年
間
成
長
量

三
四
九
万
,m

五

二
二
万
㎡

年
間
伐
採
量

四
九
一
一万
,m

五
六
四
万
,m

昭
和
四
十
五
年

に
は
、
成
長
量

以
上

に
伐
採

し
て
い
る
こ
と
を
道

の
林
業
統

計
で
も
認

め
て

い
る
。

こ
こ
で
は
、
昭
和
六
十
年

に
な

っ
て
も

伐
採
量
が
成
長
量
を
上
ま
わ
る
と
考
え

て
い
た

の
で
あ
る
。
伐
採
量
の
増

加
を
正
当
化
す
る
た

め
に
、
不
確
定
要
素

の
多

い
成
長
量

を
適
当

に

動

か
し
た
と
す

る
の
は
、

か
ん
ぐ
り
す
ぎ
だ

ろ

う
か
。

、

経
費

の
面

か
ら
見
て
も
総
額

五
、
四
〇
五
億

円
の
う
ち
伐
採

に
要
す
る
経
費
が

二
、
三
九
九

億
円
も
計
上
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
造
林

に

三
六
五
億
円
、
保
育

に

一
七

八
億
円
と
植
林
関

連
予
算

が
著
し
く
軽
視
さ
れ
て
い
る
。
(
図

1
)

、
こ
れ

ほ
ど
多
額
な
総
予
算

を
組

ん
で
森
林

の

育
成
を

は
か
ろ
う
と
す
る
の
な
ら
、
渡
島

半
島

や
道
北
地
方
な
ど
圏
域

外
の
地
域

に
こ
の
計
画

が
適
刑

さ
れ

て
こ
そ
、
そ
の
効
果
は
期
待

さ
れ

よ
う
。

Z

不
必
要
な

大
規
模
林
道

次

に
、
総
延
長

七
、

八
○
○
㎞
に
及
ぶ
林
道

網
建
設

に
伴
う
問
題

で
あ
る
。
七
、
八
○
○
㎞

と
い
う
と
、
稚
内

・
鹿
児
島
問
を

一
往
復
半

で

き
る
長
さ
で
あ

る
。

こ
の
圏
域
内

に
は
、
す

で
に
奥
地
ま
で
林
道

網
が

は
り
め
ぐ
ら

さ
れ
、
森
林
施
業
の
た
め
に

は
、
新
た
な
伐
採
個
所

へ
の
林

道
新
設
だ
け

で

充
分

に
用
を
な
す
状
態

に
あ
る
。
に
も

か
か
わ

ら
ず
、

ス
ー
パ

ー
林
道
に
よ
る
自
然
破
壊
が
社

会

問
題
化
し

て
い
る
な
か
で
、

ス
ー
パ
ー
林
道

を
よ
り
拡
大
し
た
大
規
模
林
道
を
含
め
、
現
状

の
数
倍

の
林
道
を
建
設

し
よ
う
と
い
う

の
で
あ

る
。
ま
し
て
自
然
地
形

に
沿

っ
た
現
状

の
林
道

を
有
機
的

に
結
合
す
る
と
の
名

目
の
も
と
に
、

3・●
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地
形
に
逆

ら

っ
た
峰
越
林
道
を
主
体
に
建

設
す

る
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ

に
よ
る
自
然
破

壊
は

図

り
知
れ
な

い
と

い
え
よ
う
。

大
規
模
林
道
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し

て
、
国

.
道
な
ど
止
効
果
的

に
連
結
し
、
林
業

地
域
と
拠
点
都
市
を
結
び

つ
け

る
も

の
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
圏
域

で
い
う
拠
点
都

市

と
は
、
釧
路

や
旭
川

で
あ
る
。
林

道
網

を

一

見

し
て
分

か
る
よ
う

に
、
大

雪
や
北
見
、
阿
寒

か
ら
最
短
距
離

で
釧
路

へ
木
材

を
運
び
出

せ
る

ル
」
ト
を
設
定
し

て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
森

林
地
帯

の
周
囲
を
止
り
か

こ
ん
で
で
き
た
中
小

の
木
材
工
場
は
、
を
わ
め
て
大
き

な
影
響
を
受

け

る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
大
規
模

林
道

は
、
観
光

の
幹
線
道
路

で

も
あ

る
。
金
山
ダ

ム
を
基
点

と
し
、

ト
ム
ラ
ウ

シ
彊
泉
、
然
別
湖
、
糠
平
温
泉
を
経

て
阿
寒

に

い
た

る
完
全
舗
装

の
道
路
は
、
北
海
道
最
大

の

観
光

ル
ー
ト
と

い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
林
業

上
か
ら
は
大
規
模
林
道

の
必
要
性
が
き
わ
め
て
少
な

い
が
、
ま
ず
大
規

模
林
道
建

設
を
先
行
さ
せ
る
と

こ
ろ

に
、
林

業

圏

計
画
の
性

格
が
う

か
が
え
る
。

a

林

業
地
域

の
観
光
地
化

現
在
、
国

で
進
め
て
い
る
林
業
政
策

の

一
環

と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
に

「
グ
リ
ー

ン
プ
ラ

ン
」
な
る
構
想
が
出
さ
れ
た
ρ

一
次
産
業

の
三

次
産

業
化
、

つ
ま
り
林
業
地
帯
を
観
光
地
化
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
林
業
圏
計
画
も
ま

さ
に

こ
の
方
針

に
沿

っ
た
も

の
と

い
え

よ
う
。

林
道

と

い
う
名
目

で
観
光
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備

し
～

髄、
の
圏
域
内

に
昭
和
四
十
五
年

の
実

に

七
倍

に
近

い
六
、
○
○
○
万
人

の
観
光
客
を
導

入
す

る
と
い
う
驚
く

べ
き
計
画
な
の
で
あ

る
。

レ
ク
リ

ェ
r

シ

ョ
ン
施
設
の
整
備

に
は
、
ゴ

ル
フ
場

や
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
場
ま

で
が
計
画
さ
れ

日
高
幌
尻
岳
ま

で
が

ハ
イ
キ

ソ
グ
登
山
の
対
象

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。
林
道
建

設
や
大
量
の
森
林
伐
採

に
よ
り
自
然

が
荒
廃

し

た
う
え
に
、
さ

ら
に
六
、
○
○
○
万
人

の
観
光

客

の
入
り
込

み
に
よ
り
、
自
然
破
壊

は
決
定
的

な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

4
。
.地
域
の
生
活
基
盤
の
崩
壊

地
域
開
発
と
は
、
そ
こ
に
生
活
す
る
住
民
の

■要
求
を
も
と

に
進

め
ら
れ
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

こ
の
計
画
は
、

一
市
三
六
町
村
、
面
積

ζ

し

て
北
海
道
の
約

四
分

の

一
の
地
域
を

一
つ
の

開
発
計
画
に
従

わ
せ
る
の
で
あ

る
か
ら
、

か
か

る
住
民
の
意
志

に
基
づ

い
た
地
方
行
政
、
地
方

自
治
を
妨
げ

る
も
の
と
な
る
。
そ
れ

は
、

こ
の

計
画
の
中
に
端
的

に
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
圏
域

の
木
材
消
費
量

は
、

昭
和
六
十
年

に
は
四
十

五
年

の
約

二
倍

と
大
幅
な
増
加
を
計

画

し
な
が
ら
、

一
方
の
関
連

工
場
は

一
一
一
工

場

に
も
及
び
、
中

小
地
元

工
場
の
廃

止
が
計
画

さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
林
業

労
働
者
を

半
減
さ
せ
る
合

理
化
政
策
と
相
ま

っ
て
地
域

の

生
活
基
盤
を
崩
壊

さ
せ
、
過
疎
化
の
進
行
を
さ

ら

に
促
進

さ
せ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

お

わ

り

に

林
業
圏
計
画
の
問
題
点
を
よ
り
細
部
に
わ
た

り
追
求
す
る
な
ら
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
絡
会
議
で
は
、
現
在

道
に
対
し
一一十
数
項
目
に
及
ぶ
質
問
書
を
提
出

し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
中
で
特
に
問
題
と
さ

れ
る
の
は
、
か
か
る
大
規
模
開
発
を
計
画
す
る

に
あ
た
っ
て
の
道
の
行
政
姿
勢
で
あ
ろ
う
。「大

規
模
な
開
発

を
実
施

す
る
場
合

に
は
、
住
民
の

合
意

を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
L

と
い
う
昨
年

の
閣
議
決
定

を
、
ど

の
よ
う

に
理
解

し
て
い
る

の
だ

ろ
う

か
。

い
ず
れ

に
し

て
も
、
他
に
類
を
見
な

い
大
規

模

な
、
そ
し
て
広
域
な
自
然
蕨
壊
が
林
業

振
與

の
名

の
も
と

に
行
な
わ
れ
よ
う

と
し

て
い
る
。

自
然
保
護
協
会

の
総
力

を
あ
げ
た
運
動
を
展
開

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
勢

を
迎
え

て
い
る
と

思
う
。

(会
員

在

・
札
盤
定
)

円
山
を
削

り
取

つ
て
ま
で

道
路

は
本
当

に
必
要

か

ー
円
山
原
始
林
と
環
状
線
建
設
反
対
運
動
1

中

昌
野

反
対
運
動
に
立
ち
上
っ
て
か
ら

円
山
東
面

の
裾

に
あ

る
静

か
な
住
宅
地
帯

と

円
山
墓
地
を
突
き
抜
け
、
さ

ら
に
数
十

メ
ー
ト

ル
に
わ
た

っ
て
円
山

の
山
肌
自
体
を
も
深

く
削

も

り
と
ろ
う
と
す

る
環
状
線
市
道

(
幅

二
七

メ
ー

ト
ル
、
当
初

計
画
六
車
線
)

の
建
設
に
反
対
す

る
運

動
に
参

加
し
て
か
ら
、
ほ
ぼ

一
年
間
が
過

ぎ

た
。

昨
年
十

二
月

の
市
議
会
各
会

派

へ
の
陳
情
、

建
設
委
員
会

に
出
席
し
て
の
趣

旨
説
明
、
そ
し

て
年
末

(
十

二
月

二
十
七
日
)

の
ど
た
ん
場

で

の
委
員
会

採
決
と
陳

情
不
採
択

の
決
定

(
採
択

賛
成
は
共
産
党
委
員

一
名
だ
け
)
。

今
年

に
入

っ
て
か
ら
、
私
た
ち

は
改
め
て
市
当
局

と
集
団

交
渉

を
行
な

い
、
あ
ら
た
に

「
子
供

と
自
然
を

守

る
円
山
住
民

の
会
」
を
発
足
さ
せ
る
。
そ
し

て
こ
の
会

に
よ
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

『
環
状
線
建

設

に
反
対
し
よ
う
』

の
作
成
準
備

と
、
そ
の
た

め
の
勉

強
会

を
開
く
。

四
月
、
パ

ン
フ
よ
う
や
く
完
成
。
関

係
当

局

徹

三

市
議
会
各
会

派
、

マ
ス
コ
ミ
、
自
然
保
護
団
体

な
ど
に
送

る
と
と
も
に
、
約

五
百
部
を
周
辺
住

民
に
配
布
し
反
対
を
訴
え
る
。
五
月
、

N
H
K

テ

レ
ビ
の

「
北
海
道
の
窓
」

で

「
環
状
線
.と
円

山
原
始
林
」
と

い
う
題

で
私
た
ち

の
主
張
が
と

り
上
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
活
動
の
す

ぺ
て
は

「
円
山
母
親
連

絡
会
」
や
《
私

の
妻

を
含
む

「
新
婦
人
南

円
山

支
部
」
の
主
婦
た

ち
に
よ

っ
て
担
わ
れ
た

の
で

あ
り
、
男
性

は
当
初
私

一
人

だ

っ
た
。
住
民
運

動

に
お
い
て
も
婦
人

の
力
が

い
か
に
偉
大

で
あ

る
か
を
、
私

は
改
め
て
感
得

さ
せ
ら
れ
た
。
も

っ
と
も

五
月
以
降
、
自
発
的

に
協
力
を
申
し
出

て
会

に
参
加
さ
れ
た
男
性

の
住
民

の
方
が

二
名

現
わ
れ

て
、
私
た
ち
を
大

い
に
元
気
づ
け
て

い

る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
記
さ
ね
ぽ
な
ら
な

い
。

市
当
局
の
最
近
の
修
正
提
案

こ
う
し
た
状
況

の
中
で
市
当
局

は
、
当
初

は

四
十
九
年
度

一
部
着
工
i

五
十
年
度
完
成

の
予

定
だ

っ
た

と
こ
ろ
を
、

一
応

「
住
民
の
皆

さ
ん

4・●
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が
納

得
さ
れ
る
ま
で
話
し
合
う
」
と

い
う
態
度

に
変

わ
り
、

土
木
部
長
が
交
代

し
た
の
ち
に
は

計
更

の
修

正
案
作
成

に
と
り
か
か
り
、
最

近
私

た
ち
に
新
提
案
を
出
し
て
き
た
。

(盆主重T雪ヒrコ;クヲート手∫蓬壁)

そ
の
骨
子
は
、
環
状
線

は

五
放
射
線
、

一
バ
イ
パ

ス
と

と
も

に
、
札
幌
市

の
都
市
計

画
の
基
本
と
な
る
も

の
で
と

り
や

め
る

こ
と
は
で
き
な

い

が
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
要

望
と
ご
批
判

に
応
え

て
、

こ

の
区
間

(
未
完
成

の
南

一
条

-
南
九
条
間
)
を
当
初
計
画

　

　

む

む

　

　

む

　

む

む

の
六
車
線
か
ら
四
車
線
に
暫

む

む

む

む

む

　

　

　

　

パ
リ

定
的

に
計
画
を
変
更
し
、

二

む

む

む

む

む

む

　

む

む

む

　

車
線

の
部
分
を
緑

地
帯

に
す

か
、

と
い
う
内
容

で
あ

る
。

(
図
面
①
参
照
)。

新
設
す
る
緑
地
帯

に
は
、

八
メ
ー
ト
ル
お
き

に

一
本

の

ふ
つ
う
の
街
路
樹

の
間
隔
と

同
じ
に
せ
ず
も

っ
と
密
接

さ

せ
て
植
樹

し
、
植
え
る
樹
木

も
成
木

に
し
た

い
と

い
う

こ

と
で
あ

っ
た
。

こ
の
提
案
が
出
さ
れ
た

こ

と
自
体
、
当
初
の
市
当
局

の

言
明
が

い
か
に
い
い
加
減
な

も

の
で
あ

り
、
住
民
と
自
然

環
境
無
視
の
発
想

か
ら
出
発

し
て
い
た

か
を
よ
く
示
し
て

い
る
。

た

と
え
ば
、
昨

年
十

二
月

に
提
出
し
た

『
環
状
線
建
設

工
事

に
つ
い
て
の
質
問
書
』

の
な
か
で
私

た
ち

は
次

の
よ
う
に
問

い
質
し
て

い
た
。

「
…
…
皿
②
現
在
、
環
状
線

と
し

て
の
機
能

を
実
質
的

に
果
た
し
て
い
る
路
線

は
非
常

に
増

え

て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
う
え

に
こ
の

道
路
が
i

以
上
の
よ
う
な
環
境
と
市
民
生
活

の
破
壊
を
敢
て
し
て
ま
で
ー

強
行
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
理
由

は
ど

こ
に
あ

る
か
。
ま
た
、

こ

の
道
路
新
設

に
よ

っ
て
、
他

の
こ
れ
に
平

行
し

た
諸
線

の
通
行
が
減
少
す

る
保
証
は
全
く
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
か
」
。

こ
の
質
問

に
対
す

る
国
本
土
木
部
長

(当
時
)

の
回
答
は
、

「
将
来

の
需
要
増

か
ら
見

る
と
、

む

む

む

　

む

必
要
最
少
限
と
思
わ
れ

る
。
副
環
状

の
よ
う
な

も

の
が
出
来
て
も

や
は
り
必
要
で
、
そ
れ
が

で

き
る
と
平
行
路
線

は
車
が
減
少
す

る
」

(
私

の

メ
モ
よ
り
)
と
い
う
内
容

で
あ

っ
た
し
、
列
席

し
た
幹
部

一
同
が
、

こ
の

「
必
要
最
少
限
」
を

く
り
返
し
強
調
し
た
。
し

か
し
、
今
回

の
修
正

案

を
説
明

し
た
川

口
土
木
部
次
長

に
よ
る
と
、

こ
こ
数
年

は
こ
れ

で
足
り
る
と
い
う
。

で
は
暫
定
的
に
四
車
線

と
い
う

こ
と

で
、
そ

の
う
ち

に
交
通
量
が
増

え
た

と
い
う
理
由
で
、

緑
地
帯
を
と
り
壊

し
て
六
車
線

に
変
え
る
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
か
」

と
質
問
す

る

と
、

そ

の
と
き
は
そ
の
と
き

で
…
…
で
も
、

一
度
緑
地

帯
が
で
き
た
ら
そ
れ

を
と
り
壊
す

こ
と
は
ま
ず

ハワ

　

む

ムリ

む

　

　

む

　

　

　

無
理
で
し

ょ
う
。
永
久
的

に
な
る
と
思
い
ま
す

むね
」

と
、
川

口
氏
は
答
え
た
。

国
本

氏
と
川

口
氏
と

の
言
明
の
違

い
は
、
私

た

ち
の
さ
さ
や
か
な
運
動
を
含
む
住
民
運

動
と

そ
れ
を
支
え
る
民
主
的
運

動
全
般

の
力
量
の
発

展

と
が
、
当
局
の

「
必
要
最
少
限
」

の
限
界
を

大
き
く
動

か
す

こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
立
証

し

'て
い
る
。

い
い
か
え
る
な
ら
、
当
局

の

「
必
要

最
少
限
」
と
い
う
認
識

に
は
、
も
と
も
と

「
必

要
最
少
限
」

の
科
学
的
根
拠
す
ら
欠
け

て
い
た

の
だ

。
こ
の
案

は
現
在

の
市
当
局
か
ら
見
れ
ば

一
応
、

た
し
か
に

「
ギ
リ
ギ
リ

の
譲
歩
」

で
あ

る
か
も
知
れ
な

い
。

し
か
し
、
道
路
建
設
計
画
の
基
本

は
少
し
も

変

え
ら
れ

て
い
な

い
し
、
図
面

か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
高
さ
六
～

七

メ
!
ト
ル
、
奥
行
き
最

註

撫

製
膿
綜
醗

藻

、

ま
ま
に
残
さ
れ
て

い
る
。
ま
た

こ
の
逆
眠
型

擁

壁

と
並

ん
で
、
果
た
し
て
樹

は
の
び

の
び

と
生

長

で
き

る
の
だ
ろ
う
か
?
そ
し

て
私
た
ち
は
、

こ
の

「
修
正
案
」

に
満
足
し

て
引
き
退

る
べ
き

だ

ろ
う

か
。

環
境
破
壊
の
官
僚
的
論
理

市

の
環
状
線
道
路
計
画

は
、

こ
う
し
て
最
初

か
ら
最
近
に
い
た

る
ま
で
、
円
山
の
削

り
と
り

を
不
可
欠
の
要
件

と
し
て

い
る
。
も

し
道
幅
を

変
え
ず

に
円
山
と

の
接
触

を
回
避

し
よ
う
と
す

れ
ば
、
龍
興
寺

の
建
物

の

一
部

を
撤
去
し
、
新

た
に
数
十
基

の
墓
石
を
取

り
壊
さ
ね
ば
な
ら
な

い

(
そ
の
中

に
は
、
現
在

の
道
路
敷
地
予
定
地

か
ら
五
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
離
れ

て
い
な

い
私

の
家

の
墓
も
間
違

い
な
く
含
ま
れ
る
)
が
、
計

画
が
寺

の
建
物

(
こ
の
部
分

は
さ
し
て
惜

し
く

は
な

い
と
思
わ
れ

る
木
造

の
安
普
請
で
あ

る
)

を
避
け
た

の
は
、
寺

の
現
在

の
壇
家
総
代
が
自

民
党

の
市
会
議
員

の
長
老

T
氏
で
あ

る
事
実

と

恐

ら
く

は
無
関
係

で
な
く
、
氏

の

「
努
力
」

に

よ

っ
て
寺

の
建
物
が
救
わ
れ
る
反
面
、
物

い
わ

ぬ
円
山
と
そ
の
立
木
た
ち
が
犠
牲
に
供
さ
れ

る

こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
私

は
推

理

す

る
。

こ
の
推
理
に
は
別

の
根
拠
も
あ
る
が
、
少
な

く
と
も
最
初

か
ら
円
山

の
山
肌
を
削

る
案

を
作

5・●
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コ
　
ロ

成
し
た
、

と
考

え
る
の
は
、
市
当
局

の
幹
部

に

対

し

い
さ
さ
か
礼
を
失
し
す
ぎ

て
い
る
、
と
い

う

ぺ
き
だ

ろ
う

か
ら
、
で
あ

る
。

と
も
あ
れ
、
自
然

の
愛
護

を
口
に
し

「
緑

の

街
」
を
誇

り
、
そ

の
た
め
に
円
山
墓
地

で
の
子

供
た
ち

の
虫

と
り
す
ら

「
や

め
ま
し

ょ
う
」
と

い
う
立
札
を
立
て
て
い
る
札
幌
市
が
、
こ
と
も

あ
ろ
う
に
円
山

の
山
肌
を
崩

し
て
ま
で
道
路
を

通
そ
う
と
い
う

の
だ
。

こ
の
事
実

を
市
当
局
と
の
交
渉
を
知

っ
て
び

っ
く
り
し
た
私
た
ち
は
、
天
然
記
念
物

に
指

定

さ
れ
て
い
る
円
山
を
削

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と

い
う

の
か
、

と
烈
し
く
追
求

し
た
。

こ
の
問

い

に
対
す

る
市
当
局

の
回
答
は
、
円
山

の
東

面
は

　

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

市

の
保
安
林
で
、
.
天
然

記
念
物

に
指
定
さ
れ
て

　

む

む

　

む

む

　

む

む

む

む

む

む

　

む

む

む

む

い
る
の
は
そ
れ
以
外
の
国
有
林
の
部
分
だ
け
で

　

　

む

む

む

む

む

む

む

む

あ
る

か
ら
、
違
法

で
は
な

い
、
と
い
う

も
の
で

あ

っ
た
!
。
私
た

ち
は
驚

い
て
、
し
ば
ら
く
声

も
出
な
か

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
も

の
は

り

私
ど
も
が
話

し
た
円
山
の
住
民

の
た
だ

一
人

も

い
な
か

っ
た
。
お
そ
ら
く
札
幌
市
民

の
ほ
と
ん

ど
全
員
が
、
円
山
が
全
体

と
し
て
天
然
訂
念
物

だ
、
と
ま
た
考

え
て
い
る
こ
と
で
あ

ろ
う

し
、

し

か
も
そ
れ
は
全
く
当
然

の
こ
と
で
あ

る
。
円

山

の
登
山

口
に
あ

る
説
明
文
を
見

て
も

「
天
然

記
念
物
円
山
原
始
林
」
と
書

い
て
あ

り
、
世
界

的

に
貴

重
な
所
以
を
述

べ
て
は

い
る
が
、
東
半

分
が
そ
う

で
は
あ

り
ま
せ
ん
、
な
ど

と
は
当
然

な
が
ら
書

い
て
は
い
な

い
。

市
の
保
安
林
だ

か
ら
伐

っ
て
も
、
少

々
削

っ

.て
も
よ
い
、

と
い
う

の
が
、
い
か
に
許
し
が
た

い
官
僚
的
誕
弁

で
あ

り
、
宮
然
破
壊
を
合
法

化

す

る
三
百
代
言
的
遁
辞
で
あ

る
か
は
、
改

め
て

指
摘
す

る
ま

で
も
な
い
。

館
脇

操
氏

の
論
文

『
札
幌
円
山
の
自
然
科

学
的
研
究
』

(
一
九

五
八
年
)
に
よ
る
と
、
円

山
が
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
の
は
大
正
八

年
で
あ

り
、
「
史
蹟
名
勝
天
然

記
念
物
保
存
法
」

(
大
正
八
年
制
定
)

に
も
と
つ

い
て
い
た
が
、

他
方
保
安
林

の
部
分
は
、
も
と
国
有
地

で
あ

っ

た
も
の
を
明
治
三
十
六
年
市
が
墓
地
敷
地
と
し

て
払

下
げ
を
受
け
、

の
ち
大
正
十

二
年
に
保
安

林

に
指
定
さ
れ
た
と

い
わ
れ

る
。
ま
さ
に
大

正

時
代

の
自
然
保
護
思
想

で
あ
る

(
図
面
②

醜
円

山

の
行
政
管
理
区
画
別
区
分
図
参
照
)
。

真
に
こ
の
山
を
世
界
に
許

る
べ
導
マ
も
の
と
す

る
な
ら
ば
、
国
有
林

・
深
安
林

・
民
姦
地

の
区

別
な
く
、
円
山
全
体

を

.一
体

と
し
で

「
(爵
然

は

一
体

で
、
行
政
区
画
な
ど
を
知
ら
な
い
)
、動
植

物
ま

で
含
め
て
完
全

に
保
護
す
べ
き
で
あ

り
、

更
に
山
か
ら

一
定
距
離

の
地
域
ま
で
は
点
な
ん

ら
か
の
保
護
規
制
を
加
え
る
べ
き

な

の

で
.あ

る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず

、
廉
安
林
だ

か
ら
、
市

の
墓
地
だ

か
ら
と

い
う

「
理
由
」

で
樹
木

の
伐

採

ど
こ
ろ
か
、
明
白
に
円
山

の
爵
腹

で
あ

る
と

こ
ろ
す
ら
削
り
と
ろ
う
と
い
う

の
で
あ
る
。
さ

ら
に
追
求
し
た
と
こ
ろ
、
市
は
道

の

「
自
然
保

護
条
例

の
要
保
護
地
域

と
し

て
こ
の
地
帯
を
考

・

え
た

こ
と
も
な
く
、
道
も
そ

の
意
向

は
今

の
と

こ
ろ
な

い
、
と
い
う

こ
と
だ

っ
た
と

い
う

(
こ

の
点
は
、
今
後

の
問
題
点

の
ひ
と

つ
で
あ
る
)
。

こ
う
し
て
、
庵

う
も
ろ

の
行
政
榎
画
や
今

の

中
途
半
端
な
条
例
な
ど
は
、
民
間

の
自
然
破
壊

を
抑
制
す

る
手
段
と
し
て
よ
ザ
も
、
政
府
や
自

治
体

に
よ

る
自
然
破
壊

を
合
理
化
す
る
煙
幕

に

す

ら
な

っ
て
い
る
、
と
も
い
え
る
。

こ
れ

ほ
ど
明
白
た
自
然
破
、壊
を
告
発

し
え
な

む

む

い
条
例
は
、
む

し
ろ

「
自
然
殻
壊
保
護
条
例
」

と
改
名
し
た
方
が

よ
く

は
な
レ
だ

ろ
う

か
?
。

更

に
不
思
議

な
こ
と
に
は
、
円
山
の
「
保
安
林
」

区
域
下
の
南
斜
画
は
、
昔
は
子
供
の

ス
キ

ー
場

と
七
て
私
た
ち

に
懐
し

い
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、

戦
後

い
つ
の
間

に
か
民
間

の
宅
地
と
な

っ
て
し

ま

い
、

=
圓
に
住
宅
が
建

ち
並

ん
で
い
る
。

こ
う

し
た

こ
と
を
許
し

て
渉
£
～
私
た
ち

の
白

然
保
護
思
想
が
、
同
時

に
厳
し
ぐ
閥

い
正

さ
れ

ね
ぽ
な
ら
な

い
こ
と
も
、
ま
た
確

か
で
あ

る
。

山
腹
を
削
る
際

に
、
計
画
で
は
こ
の
山
裾

の

上
に
立
ち
並
ぶ
あ

の
美
し

い
ポ
プ

ラ
並
木
も
、

6・●
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●

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
伐
採
さ
れ
る

こ
と

に
な
る
。

円
山

に
住
む
自
民
党

の
あ
る
市
会
議

員

(
市
議

会
建
設
委
員
)

は
、
ポ
プ

ラ
を
伐
ら
な

い
で
ほ

し
い
と
い
う
主
婦

の
切

々
と
し
た
呼
び

か
け
に

た

い
し

、「
こ
ん
な
の

一
〇
本
ぐ
ら

い
伐

っ
て
見

れ
ば
腐

っ
て
い
る
か
ど
う
か
す
ぐ
判

る
。

こ
の

際
、
伐

り
倒
し
た
方

が
安
全
だ
」
と
放
言
し
た
。

ま
た
四
月

二
十
日
の
強
風
で
、
何
本
か
の
ポ

プ

ラ
が
倒
れ
た
が
、
市

の
当

局
者

の

一
人

は
得

た
り
と
ば
か
り
、
だ

か
ら

こ
の
際
伐
り
倒
し
て

植

え
か
え
た
方
が
よ

い
、
と
、

こ
の
こ
と
を
自

分
た
ち

に
都
合

の
よ

い
論
掬
に
す

り
か
え
る
。

だ
が
、

こ
う

い
う
人
の
神
経

こ
そ
、
車
公
害

と

排
気

ガ

ス
で
ボ

ロ
ボ

ロ
に
腐

蝕
し
て
し
ま

い
、

幼
な

い
日

の
人
間
ら
し
さ
"
自
然
さ
を
全
く
失

っ
て
し
ま

っ
て

い
る
の
だ
。

老

木
が
倒
れ
る
の
は
、

い
つ
の
日

か
や
む
を

得

な

い
。

し
か
し
、
あ

の
ポ
プ
ラ
た
ち
の
伐
り

ロ
は
、
大
部
分
実

に
み
ず

み
ず

し
か

ρ
た

(
証

拠
写
真
が
あ
る
)
。

彼

女
ら
は
、
保
護

さ
れ
ず

に
若
死

に
し
た

の
だ

。
そ
れ

と
も
、
自
然

は
保

護
し
な

い
方

が

「
自
然

に
」
生
き

る

(
ま
た
は

死
ぬ
)
と

で
も
い
う

の
か
?

こ
う

い
う
人
た
ち

は
、
自
分

の
子
供

に
何
を
、
ど

の
よ
う
に
教
え

る
の
だ

ろ
う
?

ポ
プ

ラ
を
植
え
か
え
た
方
が

よ
い
、

と
い
う

む

む

む

　

の
は
、
ポ
プ
ラ
が
車
道

に
倒
れ
た
ら
車
が
あ
ぶ

　

　

　

　

な

い
か
ら
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も

こ
こ
に

車
道

が
造

ち
れ

な
け
れ
ば
、
危
険
な
ど

は
生
ま

れ

な
い
の
で
あ

る
。

こ
の
七
〇
数
本

の
ポ
プ

ラ

ー
ー

こ
の
並
木

ほ
ど
美
し

い
ポ
プ

ラ
は
、
札
幌

に
は
も
う

ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
ー

i

の
生
命

を
守

る
こ
ど
は
、
住
民

の

エ
ゴ

(
市

議
会
議
員

か
ら
よ
く
聞

い
た
言
葉

で
あ

る
)

で

も
単
な
る
感
傷

で
も
な

い
。

む

む

む

む

む

そ
れ

は
、
人
間
ら
し
さ
の

一
つ
の
拠
点
を
守

る
運
動
だ
。
市
民

の
み
ん
な
が
、
私
た
ち

の
札

幌

の
残

さ
れ
た
自
然
を
守

り
、
と
り
か
え
す

運

動

に
加
わ

っ
て
ゆ
く
中
で
、
新
し

い
、
真
に
人

間
本
位

の
都
市
計
画
を
再
創
造
し
て

い
か
ね
ば

・
な
ら
な

い
と
思
う
。

環
状
線

(
少
く
と
も
未
完
成

の
円
山
地
区

の

部
分
)
が
な
く
と
も
、
誰
も
何
物
も
失

っ
て
い

1大
規
模
林
業
圏
構
想
の
再
検
討
に

つ
い
て

な
い

(
こ
れ
も
造
る
た
め
に
、
住
民
の

一
部

は

美

し
い
環
境
を
す
で
に
失

っ
た
が
)
。
し
か
し
、

こ
の
道
路

の
強
行
は
、
測

り
知
れ
な

い
も

の
を

　

む

む

む

あ
ら
た
に
破
壊
し

(未
来
の
子
供
た
ち
の
遊
び

場

と
詩
情
を
含
め
て
)
、
さ
ら
に
ー

こ
れ
が
恐

ろ
し

い
こ
と
だ
が
ー

こ
れ
と
同
じ
思
想

と
、

む

む

　

む

む

　

む

　

　

む

む

む

　

む

　

む

む

　

同
じ
思
想
に
も

と
つ
く

一
そ
う
破
壊
的

な
道
路

む

　

む

む

む

む

　り

　

計
画
を
再
生
産
す

る
の
で
あ
る
。

(札
幌
商
科
大
学
)

陳
情
書
、
要
望
書

H
N
C
S
第

=

一
号

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
日

北
海
道
知
事

堂
垣
内

尚

弘

殿

北
海
道
自
然
保

護
協
会

会
長

伊

藤

秀

五

郎

北
海
道

の
自
然
保
護
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

格
段

の
ご
配
慮
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、

今
般
当
協
会

に
お

い
て
、
標
記

の
件

に
つ
き
、

別
紙

の
要
望
書

を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
御
審
議
を
お
願

い
し
、
行
政

に
反
映

さ
れ

る

こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

〔
写
提

出
先
〕

環
境
庁
長
官
、
開
発
庁
長
官
、

林

野
庁
長
官
、
関
係
各
営
林
局
長

意
見
書
、
回
答
文
書

lilI1「1:置ll2暮1li!lllIlllI畢置il!llll:1童「1!!111甚1葦II!1三君1:1

北
海
道
開
発
計
画
の

一
環

と
し

て
大
規
模

林

業
圏
構
想
が
打

出
さ
れ

て
か
ら
、
五
力
年
を
経

過

し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま

で
に
公

に
さ
れ

た
資
料
を
検
討

し
て
い
く
段
階

で
、

い
く
た
の

疑
問
点

が
明
ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
構
想

に
お
い
て
は
、
林
業
に
お
け

る
充

分
な
造
林

計
画
が
打
立

て
ら
れ
な
い
ま
ま
、
伐

採
量

の
み
が
確
定
し
、

こ
れ
を
基
準

に
し
て
す

べ
て
の
施
策
が
く
ま
れ
、
林

道
の
建
設

の
み
が

優
先

し
て
着

工
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に

大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

圏
域
内

で
は
既

に
多
く
の
林
道

の
建
設
が
行

な
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
林
業

の
経
営

に
あ
た

り

林
道

の
建
設
は
当
然

で
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
そ

の
多
く
が
自
然
保
護
上
問
題
を
残
し
、
ま
た
環

境
破
壊
を
ま
ね

い
て

い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
り

ま
す
。

大
規
模

林
道

の
通
過
予
定
線

の
多
く
は
海
抜

高
が
高
く
、
森
林
生
態
系

の
見
地
か
ら
、

い
く

た

の
問
題

を
か
か
え

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
状
態
に
あ

っ
て
、
圏
域
内

の
林
業
経
営
が
大

規
模
林
道
圏
構
想

の
林
道
網
建
設

に
よ

っ
て
果

せ
る
と
考

え
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
圏
域
内

に
設
置

が
検
討
さ
れ

つ
つ
あ

る
森
林

レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
構
想
も
次
元
が
低

く
、
現
在
多
く
見
曳

れ
る

レ
ジ

ャ
ー
ラ
ン
ド
的

要
素
が
髄
所

に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

本
来
、
森
林

レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ソ
地
域
は
、

あ
く
ま
で
も
自
然

の
し
く
み
を
理
解
し
、
人

類

と
自
然
の
か
か
わ
り
あ
い
を
正
し
く
認
識
さ
せ

る
教
育
的
な
場

で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

た
が

っ
て
、
公
共
的
森
林

レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン

地
域
の
設
定
を
検
討
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
従

来

の
観
光
地
開
発
型

の
計
画
を
進

め
る

こ
と
は

将
来

に
対
し
重
大
な
過

誤
を
お
か
す

こ
と
に
な

り
ま
す
。

大
規
模
林
業
圏
構
想
が
、
北
海
道

に
お

い
て

最
も
森
林
蓄
積
量
の
大
き

い
地
域

に
視
点
が
お

か
れ
て
い
る
こ
と
、
過

去
の
森
林
施
業

の
あ
り

方

な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
ま
す

と
、

こ
の
計
画
が

収
奪
的
林
業

に
傾
き
、

か
つ
、
観
光
地
的
な
開

発

に
お
ち

い
る
危

険
性
を
充
分

に
も

つ
も
の
と

考

え
ら
れ
ま
す
。

以
上

の
よ
う
な
理
由

か
ら
、

こ
の
構

想
の
根

本
的
な
再
検
討

を
行

な
う

こ
と
を
、
要

望
す

る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

公
開
理
事
会
開
催
の
要
求
に
っ
い
て

北
海
道
臼
然
保
護
協
会
会
長
殿

以
下
の
二
点
の
事
が
ら
を
始
め
、
本
年
度
着

●・7
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昭 和48年 度 収 支 決 算7

(自喀和48年4月1日 至昭和49年3月31日)'

北海道 自然保護協会

入 の 副 「支 出 の ・部収
円

28,820

489,900

723,860

133,512

440

20,000

377,200

90,562

33,200

62,425

80,000

625,072

2,664,991

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

金

金

行

・

料

議

発

信

通

会

件

務

資

備

越

書

誌

会

旅

会

通

交

諸

人

事

図

雑

予

繰

計

円

850,000

603,200

84,910

900,000

17,955

208,926

266,991

』
性

r

嚇
・

工
が
予
定
さ
れ

て
い
る
「
大
規
模

林
業
圏
構
想
」
ぞ

の
徹
底
的

な
検
討
が
理
事
会

に
お

い
て
、
会
員

に
そ
の
開
催

を
通
知
し
、
行
な
わ
れ
る
こ
と
を

罫

連
名

で
要
求

し
ま
す
。

一
、
先
、

六
月
十
五
日
、
北
海
道
自
然
保
護
協

,

会
総
会

に
お
い
て
h
大
規
模

林
業
圏
構
想
」

に

対
す

る
反
対
決
議
が
満

場

一
致

で
な
さ
れ
た
が

そ

の
後
、
協
会
之
し
て
何
ら
具
体
的
な
活
動
が

-心

な
さ
れ

て
い
な

い
。
反
対
決
議

を

一
体
ど

の
よ

　

う
な
形

で
生
か
す
考

え
か
、
ま
た
、
具
体
的
な

　

行
動

の
用
意

は
あ

る
の
か
明
ら

か
に
し

て
い
た

　

だ
き
た

い
。

喪

加ガ燥
議

飯鎌
舞

黙
聾

　

1
留

辺
集
L
問

の
事
前
調
査

の
参
加
お
よ
び
、

…一

そ
の
調
査
報

告
書

に
み
ら
れ
る
よ
う
な

「
大
規

集～

法人 会費

個人会 費

雑 収 入
その他

(道庁より)
預 金利 子

前期繰越金

計

繰越内訳金'・ 現金18,981円 拓銀464,771円

振替135,995円 道銀5,325円

昭 和49年 度 収 支 予 算

(自昭和49年4月 ・1日 至昭和50年3月31日)

部の出支部の入収
円

50,000

200,000

1,200,000

150,000

10,000

20,000

450,000

100,000

10,000

50,000

385,072

2,625,072

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

行

F

料

議

発

信

通

会

件

務

資

防

計

書

誌

会

旅

会

通

交

諸

人

事

図

雑

予

円

1,100,000

800,000

100,000

625,072

2,625,072

法人 会費

個人 会費

雑 収 入

前期繰越金

計

備考1.会 議 費 総会1回 、理事会6回 と して

2.個 人会費2,000円 として

模
林
業
圏
構
想
」
に
賛

同
す

る
行
動
が
み
ら
れ

て
い
る
。
協
会

と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
理
事

に
つ
い
て
ど

の
よ
う

に
考
え
る
の
か
明
ら
か
に

し

て
い
た
だ
き
た

い
。

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
七
日

北
海
道
自
然
保
誰
協
会
会
員

大
山

明
、
佐
藤
佑

一
、
杉

本
ひ
ろ
子
、
鈴

木
政
枝
、
滝

口

亘
ヤ
寺
島

一
男
、
韮
沢
千
代

水
野
好

吉
、
村

田
輝
美

(
ア
イ
ウ

エ
オ
順
)

O

昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
六
日

大
山

明
、
佐
藤
佑
一
、
杉
本
ひ
ろ
子
、
鈴

木
政
枝
、
滝
ロ
.
亘
、
寺
島

一
男
、
韮
沢
千
代

小
野
好
吉
、
村
田
輝
美
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

伊

藤

秀

五

郎

公
開
理
事
会
開
催
要
求
に
つ
い
て

十
月
十
七
日
付
公
開
理
事
会
開
催
要
求
に
つ

い
て
下
記
の
よ
う
に
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

大
規
模
林
業
圏
問
題
に
つ
い
て
は
総
会
の
決

議
を
受
け
て
、
理
事
会
で
は
反
対
意
見
書
の
原

案
作
成
を
大
雪
問
題
専
門
委
員
を
付
託
し
、
同

委
員
会
で
作
成
σ
原
案
を
基
に
、
同
封
の
意
見

書
を
と
り
ま
と
め
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し

た
。こ

の
間
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
、
会
報
第

十
六
号
な
ら
び
に
第
十
八
号

(近
日
発
行
)
に

掲
載
し
ま
し
た
。

な
お
、
理
事
会
は
十

一
月
十
ナ
日

(土
)
午

後

一
時
三
十
分
か
ら
植
物
園
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
慣
例
に
よ
り
傍
聴
は
自
由
で
す
。

O

編
集
委
員
会
よ
軌

　

てひ

前
号

(
16
号
)
で
既
報
の
と
お
雌
六
月
十
五

日
、
札
幌
自
治
会
館
に
お
い
て
本
協
会
の
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
場
で
、
道
内
各
地
の
会

員
か
ら
様
寄
な
問
題
が
ア
ぜ
ー
ル
さ
れ
、
総
会

名
で
決
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
内
の
一
部
は
要

望
書
に
し
て
関
係
各
機
関
に
配
布
七
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
に
直
接
た
ナ
さ
わ
っ
て
い
る
方

々
に
依
頼
し
て
具
体
的
に
と
り
ま
と
め
て
も
ら

つ
た
の
が
、
以
下
の
諸
報
告
で
あ
る
。

東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
の
保
護
問
題

藤
村
俊
彦

木
地
挽
山
の
芝
草
原
保
護
に
つ
い
て

覧

高
畑

滋

札
幌
新
道
と
教
育
環
境

秋
田

稔

大
規
模
林
業
圃
に
つ
い
て
、

旺
森
山

守

札
幌
・
月
山
周
辺
の
道
路
問
題
∴
中
野
徹
三

な
お
、
以
上
の
報
告
を
一
括
し
て
掲
載
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
れ
允
報
告
が
多
か
っ

た
こ
ど
を
考
慮
し
、
編
集
委
員
会
独
自
の
判
断

で
、
本
号
に
は
特
に
緊
急
を
要
す
る
と
思
わ
れ

る
二
編
を
掲
載
す
る
に
と
ど
め
、
残
り
三
編
と

「然
別
湖
め
自
然
保
護
」
に
つ
い
て
は
、
明
年

一
月
に
発
行
予
定
の
会
誌
十
三
号
に
回
す
こ
と

に
し
た
。

昭
和
四
十
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幌
市
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行
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話
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一
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O
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番

発
行
人
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俊

夫

印

刷

札

幌
印
刷

株

式

会

社
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